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横浜市について
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横浜市HP統計・調査データ より

全人口

３７６万９２２０人（R6.１.１現在）

外国人の人口（R5.12.31時点）

１１万５９７３人（全人口の３％）

外国人の人口（国別％）

※中区の外国人

区人口の１１.３%

※市内外国人の国籍
合計171か国
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横浜市における外国籍等児童生徒数
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（外国につながる児童生徒数） 日本語指導が必要な児童生徒
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横浜市における日本語指導が必要な児童生徒教育・支援

• 日本語指導が必要な児童生徒への指導を担当する教員
を配置。日本語指導、教科指導、生活適応指導等を行う。
（H4～）

• R5年度は、小中学校合わせて「214校」に配置。

国際教室

• 日本語の初期指導が必要な児童生徒に対して、日本語
指導資格を持った講師が指導。（S56～）

• ≪小学生≫ 日本語講師を各小学校へ派遣指導

• ≪中学生≫ 市内５か所の集中教室で通級指導

• R4年度は、児童生徒「612名」が新たに入級。

横浜市日本語教室

学校内での支援（授業時間内）
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横浜市における日本語指導が必要な児童生徒教育・支援

• 対象となる日本語指導が必要な児童生徒に対し、母語の
できるボランティアによる「初期適応支援（H20～）」・「学
習支援（H18～）」・「補習等の学習支援（R2～）」を行う。

「母語による初期適応・学習支援」等

• 「日本語教室」で指導を受けている、またはかつて指導を
受けた中学３年生を対象に、指導主事が面接官役となり、
高校入試を想定した面接練習会を、実施。

• 例年、200名前後の生徒、50名程度の指導主事が参加。

日本語教室面接練習会

その他の学習支援とキャリア支援
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横浜市における日本語指導が必要な児童生徒教育・支援

• 外国から新たに転・編入学してきた児童生徒を対象に、
１か月間、週３日（水木金）の集中的な日本語指導及び学
校生活の体験を行う。（※月火は在籍校に登校）

プレクラス

• 外国から新たに転・編入学してきた児童生徒及びその保
護者を対象に、英語・中国語・タガログ語・スペイン語・ポ
ルトガル語・やさしい日本語による日本の学校生活等の
紹介および児童生徒の学習状況確認を行う。

学校ガイダンス

• 日本語支援が必要な新小学１年生及びその保護者を対
象に、小学校の体験と学校生活の紹介を行う。（３月第１・２
土曜日に実施）

就学前教室「さくら教室」

日本語支援拠点施設「ひまわり」 （H29～） ※市内３か所
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横浜市立横浜吉田中学校の状況

概 要

多文化共生教育を進め、異文化や他者への理解を深める学校教育活動の一環

◆学校教育目標

「学びを通して 共生 共感 創造 を育みます」

◆外国籍および外国につながる生徒数 ２１２名（全校生徒の ４９％）
※全校生徒数 432名 （R5.1.9時点)

【国別】 ①中国・台湾 ３４％ （145名）

②フィリピン ９％ （３２名）

多文化共生プログラム

＜１年生＞ 「国際理解」「無意識の偏見」「食」「遊び」をテーマに、年４回、
多文化理解のための授業を実施。講師は指導主事や外国人
保護者などが務める。

＜２年生＞ 「DST（デジタルストーリーテリング）」を用い、自己表現活動を行う
外国籍等生徒が表現した自らの思いを受け止め共有すると
ともに、自分自身を振り返る。

日本語指導が必要

な生徒数 ９０名
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今後の課題

① 「ゼロ」からではなく

「マイナス」 からのスタート

② 「初期日本語指導」が終了すれば、

授業内容や教科書 が理解できるか？

③安定した生活 があってこその学習意欲
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